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他
に
、（
仮
称
）
産
業
振
興
基

本
条
例
作
成
上
の
提
案
、
子
育

て
支
援
と
出
産
祝
金
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
を
求
め
質
問
し
た
。

　
他
に
、
あ
き
る
野
市
の
行
政

経
営
の
基
本
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

武蔵引田駅周辺地区土地区画整理事業相談事務所

ガードレールに書かれた落書き

都
市
整
備
部
長

①
　
主
な
相
談
内
容
は
、
事
業

の
概
要
、
武
蔵
引
田
駅
の
改
修

計
画
、
税
金
な
ど
に
つ
い
て
で

あ
る
。
ま
た
、
今
後
も
引
き
続

き
土
地
区
画
整
理
事
業
に
ご
理

解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
個
別

訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。
②
　
地
権
者
の
方
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
事
業
が
効
果
的
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
　
都
道
１
６
５
号
伊
奈
・
福

生
線
の
整
備
が
完
了
し
て
お
り
、

今
後
は
、
都
道
１
８
５
号
山

田
・
平
井
線
ま
で
の
延
伸
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
複
合
市
街
地
の
形
成
を

進
め
る
地
域
と
位
置
づ
け
、
面

的
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
今

後
時
期
を
見
て
整
備
手
法
等
の

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
あ
き
る
野
市
環
境
基
本
計

画
に
は
、
「
美
し
い
街
を
つ
く

る
」
と
あ
る
。
私
は
、
こ
の
基

本
計
画
素
案
の
発
表
の
前
か
ら

（
仮
称
）
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
条
例
を
つ
く
り
、
タ
バ
コ
の

ポ
イ
捨
て
、
犬
の
糞
の
処
理
、

い
た
ず
ら
書
き
、
不
法
投
棄
な

ど
に
対
し
て
市
民
の
ル
ー
ル
を

つ
く
る
条
例
制
定
を
求
め
市
民

的
啓
蒙
活
動
の
提
案
を
続
け
て

き
た
。
過
去
、
五
日
市
町
時
代

に
清
浄
都
市
宣
言
を
し
た
経
緯

か
ら
も
条
例
の
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

市
長
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
は
、
研
究
を
進

め
て
い
る
。
環
境
基
本
計
画
の

素
案
に
お
い
て
も
、
た
ば
こ
や

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が
な
く
な
る

よ
う
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、

ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
は
状
況
を

見
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。
ポ

イ
捨
て
防
止
に
限
ら
ず
、
落
書

き
防
止
や
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
の

マ
ナ
ー
も
含
め
た
条
例
の
制
定

を
視
野
に
入
れ
て
、
今
後
の
施

策
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
武
蔵
引
田
駅
周
辺
か
ら
武

蔵
増
戸
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い

て
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

①
　
土
地
区
画
整
理
事
業
予
定

地
域
内
の
仮
設
事
務
所
等
で
の

相
談
状
況
と
地
権
者
へ
の
対
応

は
。

②
　
武
蔵
引
田
駅
の
改
善
と
土

地
区
画
整
理
事
業
は
、
地
権
者

に
誠
意
を
も
っ
て
対
応
す
べ
き

で
あ
り
、
今
後
の
考
え
は
。

③
　
Ｊ
Ｒ
五
日
市
線
北
側
の
土

地
区
画
整
理
事
業
予
定
地
域
外

の
道
路
整
備
と
面
的
整
備
の
考

え
は
。

議員議員

まちをきれいにする条例制定に向けてパート３
今後の施策の展開を図る

まちをきれいにする条例制定に向けてパート３
今後の施策の展開を図る

戸沢 弘征戸沢 弘征

議
員
議
員

武
蔵
引
田
駅
周
辺
の
整
備
は

個
別
訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
た
い

武
蔵
引
田
駅
周
辺
の
整
備
は

個
別
訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
た
い

石

井

仁

石

井

仁



12

小学校での授業風景（増戸小）

秋川ふれあいセンター内にある障害者地域自立支援センター

福
祉
部
長

①
　
国
の
軽
減
措
置
の
ほ
か
低

所
得
者
へ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
３
年
間
、
利
用
者
負

担
を
３
％
に
軽
減
す
る
東
京
都

独
自
の
激
変
緩
和
措
置
も
あ
り
、

市
独
自
の
軽
減
策
は
考
え
て
い

な
い
。

②
　
省
令
が
公
布
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
障
害
者

が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
そ
の

ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
つ

つ
、
そ
の
有
す
る
能
力
や
適
性

に
応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

必
須
事
業
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う

な
事
業
が
必
要
か
充
分
検
討
す

る
。
ま
た
、
財
政
的
措
置
に
つ

い
て
も
市
長
会
を
通
じ
て
国
に

要
望
し
て
お
り
、
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

問
　
環
境
教
育
に
つ
い
て
、
当

市
は
平
成
18
年
度
か
ら
10
年
間

を
環
境
基
本
計
画
の
期
間
と
し

て
予
定
さ
れ
て
い
る
。
望
ま
し

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
、

よ
り
良
い
環
境
を
残
し
て
い
く

こ
と
は
、
大
人
社
会
の
責
任
と

し
て
大
変
重
要
で
あ
る
。
そ
の

上
で
、
子
ど
も
達
へ
の
環
境
教

育
の
更
な
る
充
実
を
求
め
、
次

の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
　
自
然
に
恵
ま
れ
た
当
市
の

子
ど
も
達
と
都
心
の
子
ど
も
達

と
の
積
極
的
な
交
流
を
通
し
、

環
境
教
育
の
推
進
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

②
　
つ
る
性
の
植
物
で
、
教
室

の
温
度
低
下
や
癒
し
効
果
も
あ

る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
設
置
の

考
え
は
。

③
　
給
食
の
残
菜
を
堆
肥
化
等

の
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る

考
え
は
。

指
導
担
当
参
事

①
　
各
校
が
取
り
組
ん
で
い
る

環
境
教
育
の
視
点
に
賛
同
し
、

共
同
で
の
学
習
を
求
め
る
学
校

が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
連
携
を

取
り
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
こ

と
は
有
効
と
考
え
る
。
今
後
、

都
心
校
と
の
交
流
も
視
野
に
入

れ
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長

②
　
環
境
行
政
の
一
環
と
し
て

学
校
等
の
公
共
施
設
で
試
行
さ

れ
て
い
る
が
、
費
用
対
効
果
の

面
か
ら
課
題
も
あ
り
、
情
報
収

集
等
に
努
め
た
い
。

③
　
環
境
に
配
慮
し
た
循
環
型

社
会
の
構
築
が
叫
ば
れ
て
お
り
、

対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
堆
肥
化
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
と

聞
い
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
よ
い
か
研
究
し
た
い
。

議
員
議
員

障
害
者
と
家
族
の
負
担
軽
減
の
対
策
は

市
独
自
の
軽
減
策
は
考
え
て
い
な
い

障
害
者
と
家
族
の
負
担
軽
減
の
対
策
は

市
独
自
の
軽
減
策
は
考
え
て
い
な
い

影

山

保

影

山

保

影

山

保

議員議員

次世代を担う子ども達に環境教育の推進を
都心校との交流も視野に入れていきたい

次世代を担う子ども達に環境教育の推進を田中 千代子田中 千代子

都心校との交流も視野に入れていきたい

問
　
国
は
「
お
金
が
な
い
」
と

い
う
理
由
で
、
障
害
者
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
一
割
負
担
を
課
す

こ
と
を
決
め
た
。
障
害
が
重
い

人
ほ
ど
負
担
が
大
き
く
な
る
た

め
「
自
立
支
援
ど
こ
ろ
か
、
自

立
を
妨
げ
、
生
き
る
権
利
を
奪

う
も
の
」
と
、
強
い
反
対
の
声

が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
障
害
者
が
、
人
間
と
し
て
あ

た
り
ま
え
の
生
活
を
す
る
た
め

に
必
要
な
支
援
を
「
益
」
と
み

な
し
て
負
担
を
課
す
と
い
う

「
応
益
負
担
」
は
、
憲
法
や
福

祉
の
理
念
に
も
反
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の
質
問

を
す
る
。

①
　
障
害
者
と
家
族
の
負
担
を

軽
減
す
る
対
策
を
と
る
べ
き
だ

が
、
い
か
が
か
。

②
　
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」

は
、
市
の
最
大
の
責
務
と
な
る
。

ど
う
い
う
取
り
組
み
を
す
る
の

か
。
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平成18年８月オープンが待たれる新病院

庁舎周辺に広がる農地

環
境
経
済
部
長

①
　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る

と
、
耕
作
放
棄
地
は
62
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
り
、
５
年
前
と
比
較

し
て
34
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
え
て
い

る
。
原
因
は
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

②
　
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
り

買
い
な
ど
の
希
望
調
査
を
行
い
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

に
お
け
る
利
用
権
設
定
促
進
や

特
定
法
人
貸
付
事
業
を
検
討
し

て
い
く
。

③
　
今
後
、
農
業
生
産
法
人
の

設
立
は
有
効
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
調
査
研
究
に
努
め
て
い
く
。

④
　
別
段
面
積
は
、
旧
秋
川
地

区
で
50
ア
ー
ル
、
旧
五
日
市
地

区
で
30
ア
ー
ル
に
な
っ
て
い
る

が
、
解
消
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
く
。

問
　
農
地
の
流
動
化
に
つ
い
て
、

人
と
緑
が
有
効
に
融
合
す
る
場

と
し
て
の
農
地
を
良
好
に
保
つ

た
め
、
行
政
は
必
要
な
施
策
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

①
　
耕
作
放
棄
地
の
面
積
は
ど

れ
く
ら
い
あ
り
、
原
因
は
何
か
。

②
　
農
地
の
売
り
手
と
買
い
手

が
ス
ム
ー
ス
に
マ
ッ
チ
ン
グ
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
可
能

か
。

③
　
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
Ｕ

タ
ー
ン
農
業
後
継
者
」
な
ど
を

支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
は
考
え
ら

れ
る
か
。
ま
た
、
農
事
法
人
の

設
立
は
上
記
シ
ス
テ
ム
に
有
効

と
思
わ
れ
る
が
行
政
と
し
て
支

援
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

④
　
別
段
面
積
の
基
準
の
緩
和

に
よ
り
、
市
内
を
同
一
の
設
定

基
準
に
す
べ
き
と
思
う
が
、
市

の
考
え
は
。

問
　
施
政
方
針
と
予
算
の
大
綱

に
つ
い
て
、
以
下
の
質
問
を
す

る
。
①
　
東
京
都
の
補
助
金
を
切
ら

れ
た
理
由
で
凍
結
の
南
秋
留
小

前
の
南
郷
ふ
れ
あ
い
橋
の
復
活

は
。
②
　
阿
伎
留
病
院
に
24
時
間
救

急
医
療
体
制
の
確
立
を
早
急
に

す
べ
き
だ
が
。

③
　
土
地
開
発
公
社
Ｓ
１
地
区

の
土
地
が
６
億
円
で
売
却
時
原

価
19
億
円
か
ら
差
引
13
億
円
の

赤
字
を
ど
う
す
る
の
か
。

④
　
普
通
会
計
の
借
金
が
２
７

４
億
円
、
特
別
会
計
３
５
４
億

円
、
土
地
開
発
公
社
の
債
務
が

約
90
億
円
、
病
院
の
負
担
金
が

１
３
５
億
円
、
ゴ
ミ
処
理
場
も

１
７
０
億
円
で
、
負
債
の
合
計

が
一
千
億
円
以
上
に
な
り
、
心

配
で
あ
る
が
。

⑤
　
平
成
18
年
度
予
算
が
5.3
％

伸
び
た
の
は
、
18
年
度
の
借
金

が
38
億
８
千
９
百
万
円
増
え
た

か
ら
な
の
か
。

市
長
①
　
５
年
前
に
東
京
都
へ
相
談

し
た
が
、
総
額
が
予
定
よ
り
高

か
っ
た
の
で
中
断
し
て
い
た
が
、

昨
年
か
ら
話
が
再
浮
上
し
、
都

市
整
備
部
と
検
討
を
行
っ
た
。

今
は
発
表
の
段
階
で
は
な
い
が
、

前
進
さ
せ
る
考
え
で
い
る
。

②
　
当
然
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

助
役
③
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
く
。

市
長
④
　
そ
の
点
が
一
番
大
事
な
点

で
あ
る
。
交
付
税
で
も
ら
え
な

い
借
り
入
れ
は
、
返
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
企
画
財
政

部
と
意
見
交
換
等
を
行
い
、
心

配
な
く
運
営
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

⑤
　
歳
入
全
体
に
つ
い
て
は
、

地
方
債
の
増
が
主
な
原
因
と
認

識
し
て
い
る
。

　
他
に
、
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

　
他
に
、
温
泉
反
対
の
意
見
と
、

農
業
者
に
対
す
る
消
耗
品
の
補

助
金
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

議員議員

農地の売り手と買い手がマッチングするシステムは
農業経営基盤強化促進事業などを検討していく

農地の売り手と買い手がマッチングするシステムは
農業経営基盤強化促進事業などを検討していく

町田 匡志町田 匡志

野
村

正
夫

議
員
議
員

阿
伎
留
病
院
に
24
時
間
救
急
医
療
体
制
の
確
立
を

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る

阿
伎
留
病
院
に
24
時
間
救
急
医
療
体
制
の
確
立
を

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る

野
村

正
夫
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他
に
、
こ
ど
も
議
会
の
開
催

の
実
現
、
商
店
街
活
性
化
支
援

の
方
針
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
　
教
育
機
関
の
情
報
化
推
進

に
つ
い
て
、
現
在
の
高
度
な
情

報
化
社
会
に
お
い
て
は
、
情
報

の
収
集
伝
達
に
即
時
性
と
確
実

性
、
そ
し
て
情
報
の
共
有
化
が

求
め
ら
れ
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
以
下
の
点
を
質
問
す
る
。

①
　
市
立
小
中
学
校
教
育
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
目
的
と

内
容
は
。

②
　
子
ど
も
の
登
下
校
時
の
安

全
対
策
の
中
で
、
特
に
不
審
者
、

災
害
等
の
緊
急
情
報
の
配
信
方

法
は
。

③
　
市
立
図
書
館
と
学
校
図
書

館
と
の
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
は
。

環
境
経
済
部
長

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
の
進
行

や
後
継
者
の
減
少
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
な
ど
大
変
厳
し
く
な

っ
て
い
る
。
都
市
農
業
政
策
の

方
針
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
見

直
し
を
進
め
て
お
り
、
農
業
振

興
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。
そ

の
中
に
も
市
民
農
園
の
拡
充
と

い
う
項
目
を
入
れ
る
予
定
で
あ

り
、
前
向
き
に
拡
充
に
向
け
て

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
水
田

を
活
用
し
た
体
験
農
園
に
つ
い

て
は
、
体
験
学
習
の
場
と
し
て

活
用
す
る
意
向
が
あ
る
か
な
ど

に
つ
い
て
調
べ
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
　
施
政
方
針
演
説
を
受
け
て
、

（
仮
称
）
あ
き
る
野
市
産
業
振

興
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

都
市
農
業
政
策
の
方
針
に
つ
い

て
当
市
の
見
解
を
伺
う
。

指
導
担
当
参
事

①
　
本
事
業
は
、
児
童
・
生
徒

の
使
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
化
と

校
長
室
・
職
員
室
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
デ
ー
タ
の
共

有
化
や
管
理
、
情
報
の
収
集
が

行
え
る
よ
う
に
な
る
。

学
校
教
育
部
長

②
　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

市
内
等
で
発
生
し
た
不
審
者
情

報
を
市
内
各
教
育
機
関
に
即
座

に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
供
し
、
二

次
的
被
害
の
防
止
に
努
め
て
い

る
。

社
会
教
育
部
長

③
　
財
政
状
況
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
学
校
側
と
連
携
を
図

り
、
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た

い
。

議
員
議
員

教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
目
的
は

デ
ー
タ
の
共
有
化
や
管
理
、
情
報
収
集
が
行
え
る

教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
目
的
は

デ
ー
タ
の
共
有
化
や
管
理
、
情
報
収
集
が
行
え
る

松
原

敏
雄

松
原

敏
雄

議員議員

都市農業政策の方針は
農業振興計画を策定中である

都市農業政策の方針は
農業振興計画を策定中である

畠中 克賢畠中 克賢

パソコンを使った授業（西秋留小）

庁舎周辺に広がる農地
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問
　
都
市
計
画
道
路
秋
３
・
４
・

６
号
線
の
氷
沢
橋
交
差
点
か
ら

永
田
橋
間
に
つ
い
て
、
以
下
の

質
問
を
す
る
。

①
　
氷
沢
橋
交
差
点
か
ら
永
田

橋
間
の
進
捗
状
況
は
。

②
　
永
田
橋
の
架
け
替
え
工
事

は
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で
工
事

が
進
め
ら
れ
る
の
か
。

③
　
氷
沢
橋
よ
り
西
側
は
、
片

側
２
車
線
の
４
車
線
道
路
で
あ

る
が
、
氷
沢
橋
よ
り
東
側
の
道

路
構
造
は
ど
の
よ
う
な
計
画
な

の
か
。

④
　
公
民
館
通
り
交
差
点
か
ら

永
田
橋
間
の
今
後
の
計
画
は
。

問
　
年
間
６
万
人
と
い
う
秋
川

橋
河
川
公
園
へ
の
観
光
客
と
平

成
11
年
か
ら
13
年
に
か
け
て
総

工
費
２
億
６
千
４
百
万
円
を
か

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
利
用
者

の
少
な
い
「
あ
ゆ
み
橋
」
の
利

用
を
考
え
れ
ば
、
小
庄
・
下
田

に
お
け
る
農
業
と
観
光
の
促
進

を
図
る
べ
き
と
思
う
。
そ
こ
で

以
下
の
質
問
を
す
る
。

①
 
秋
川
小
庄
の
農
業
用
取
水

堰
改
修
の
詳
細
は
。

②
　
小
庄
・
下
田
地
区
約
4.6
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
農
地
の
耕
作
状
況

及
び
農
業
従
事
者
、
後
継
者
に

つ
い
て
は
。

③
　
小
庄
・
下
田
地
区
に
お
け

る
農
業
振
興
の
検
討
を
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。
ま
た
、
観
光
事
業
と
の

関
係
は
。

④
　
秋
川
の
漁
業
の
振
興
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

環
境
経
済
部
長

①
　
堰
の
改
修
整
備
は
、
国
の

補
助
事
業
を
導
入
し
、
東
京
都

が
施
工
の
予
定
で
あ
る
。
堰
本

体
の
改
修
及
び
補
修
工
事
は
７

０
０
ｍ
で
、
擁
壁
工
事
が
15
ｍ
、

用
水
路
補
修
工
事
が
８
ｍ
な
ど

で
あ
る
。

②
　
地
区
面
積
の
内
、
約
3.7
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
耕
作
を
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
14

年
策
定
の
五
日
市
地
区
農
業
振

興
計
画
で
は
所
有
者
は
36
名
、

こ
の
内
、
自
ら
耕
作
し
て
い
る

の
は
14
名
で
あ
り
、
40
歳
未
満

の
後
継
者
は
現
在
い
な
い
。

③
　
経
営
構
造
対
策
事
業
を
導

入
し
、
観
光
農
業
施
設
と
し
て

の
直
売
所
や
園
芸
施
設
の
建
設

な
ど
や
、
五
日
市
商
店
街
活
性

化
を
目
的
と
し
た
連
絡
道
路
整

備
な
ど
の
産
業
基
盤
整
備
を
一

体
的
に
進
め
る
計
画
で
、
現
在

ま
で
地
権
者
と
の
検
討
会
を
重

ね
て
き
た
が
合
意
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

④
　
秋
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

小
庄
畜
養
池
で
毎
年
９
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
マ
ス
・
ヤ
マ
メ

を
15
万
匹
、
ま
た
、
４
月
、
５
月

に
は
江
戸
前
鮎
を
５
万
匹
育
成

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

都
市
整
備
部
長

①
　
東
京
都
で
は
、
氷
沢
橋
交

差
点
か
ら
市
道
Ⅰ
―
２
号
線
公

民
館
通
り
の
交
差
点
ま
で
の
用

地
取
得
を
行
っ
て
お
り
、
取
得

し
た
道
路
予
定
地
で
は
、
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
が
お
お
む
ね

終
了
し
て
い
る
。
今
後
、
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
が
終
了
し
た

区
間
に
つ
い
て
、
逐
次
築
造
工

事
に
着
手
す
る
予
定
で
い
る
。

②
　
東
京
都
で
は
、
今
後
事
業

説
明
会
を
行
い
、
平
成
18
年
度

以
降
、
仮
橋
を
設
置
し
、
現
在

の
橋
の
場
所
に
延
長
約
2
4
5

ｍ
、
幅
員
16
・
8
ｍ
の
橋
を
架

設
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

③
　
車
道
部
分
の
幅
員
13
ｍ
、

両
側
に
4.5
ｍ
の
歩
道
が
つ
き
、

幅
員
22
ｍ
の
道
路
と
の
こ
と
で

あ
る
。

④
　
こ
の
区
域
は
、
22
ｍ
で
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
具
体
的
な
整
備
計
画
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

小庄・下田地区からあゆみ橋を望む

氷沢橋交差点から東を望む

議員議員

秋３・４・６号線氷沢橋交差点以東の進捗状況は
調査終了区間から工事に着手する

秋３・４・６号線氷沢橋交差点以東の進捗状況は
調査終了区間から工事に着手する

浦野 眞司浦野 眞司

議
員
議
員

小
庄
・
下
田
地
区
の
農
業
と
観
光
の
促
進
は

産
業
基
盤
整
備
を
一
体
的
に
進
め
る
計
画
で
い
る

小
庄
・
下
田
地
区
の
農
業
と
観
光
の
促
進
は

産
業
基
盤
整
備
を
一
体
的
に
進
め
る
計
画
で
い
る

　

秋

利
郎

　

秋

利
郎
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問
　
あ
き
る
野
市
行
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
を
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
進
め
る
上
で
、
土
地
開
発

公
社
の
土
地
処
分
に
関
す
る
補

て
ん
及
び
利
子
補
給
の
補
助
金

を
平
成
18
年
度
予
算
で
計
上
し

て
い
る
が
、
今
後
の
土
地
開
発

公
社
の
土
地
利
用
は
。

問
　
平
成
18
年
度
施
政
方
針
に

関
連
し
て
、
以
下
の
質
問
を
す

る
。
①
　
永
田
橋
の
架
け
替
え
の
促

進
と
、
多
摩
川
右
岸
の
整
備
を

強
力
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

②
　
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

の
た
め
、
防
災
行
政
無
線
を
積

極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

③
　
予
防
医
療
・
介
護
予
防
を

先
進
市
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
国

保
財
政
の
縮
減
に
努
め
る
べ
き

で
は
。

④
　
老
朽
化
の
保
育
園
と
学
童

ク
ラ
ブ
（
育
成
会
）
を
根
本
的

に
改
修
し
、
待
機
児
の
解
消
を

図
る
べ
き
で
は
。

⑤
　
明
日
と
も
知
れ
ぬ
「
首
都

直
下
型
地
震
」
が
危
惧
さ
れ
る

中
で
、
学
校
関
連
施
設
は
多
く

の
児
童
・
生
徒
の
命
を
預
か
る

施
設
で
あ
り
、
避
難
場
所
で
も

あ
る
。
耐
震
診
断
だ
け
で
な
く
、

耐
震
化
工
事
を
最
優
先
す
べ
き

で
は
。

市
長
①
　
東
京
都
で
は
、
永
田
橋
の

架
け
替
え
に
つ
い
て
、
す
で
に

計
画
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
期
の
完
成
を
要
望
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
多
摩
川
右
岸
の

堤
防
に
つ
い
て
は
、
京
浜
河
川

事
務
所
に
対
し
て
要
望
し
て
い

き
た
い
。

⑤
　
耐
震
化
は
大
き
な
課
題
と

認
識
し
て
お
り
、
計
画
的
な
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

総
務
部
長

②
　
小
学
校
低
学
年
児
童
の
帰

宅
時
間
に
合
わ
せ
て
、
防
災
行

政
無
線
で
毎
日
防
犯
の
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、
今
後
、

現
状
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き

た
い
。

市
民
部
長

③
　
新
予
防
給
付
や
地
域
支
援

事
業
の
創
設
を
図
っ
て
い
く
。

子
育
て
支
援
・
児
童
担
当
参
事

④
　
公
立
保
育
園
は
、
公
設
民

営
や
民
設
民
営
も
視
野
に
入
れ

て
今
後
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
施

設
改
修
の
検
討
を
進
め
、
待
機

児
童
の
解
消
を
図
る
考
え
で
い

る
。

駐車場として活用されている土地開発公社保有地

永田橋

議員議員

今後の土地開発公社の土地利用は
貸し出しも視野に入れて検討していきたい

今後の土地開発公社の土地利用は
貸し出しも視野に入れて検討していきたい

御手洗 武御手洗 武

議
員
議
員

永
田
橋
架
け
替
え
の
促
進
は

早
期
の
完
成
を
要
望
し
て
い
き
た
い

永
田
橋
架
け
替
え
の
促
進
は

早
期
の
完
成
を
要
望
し
て
い
き
た
い

下
田

孝
雄

下
田

孝
雄

都
市
整
備
部
長

　
土
地
開
発
公
社
の
保
有
地
の

土
地
利
用
は
、
現
在
５
ヶ
所
の

事
業
用
地
の
活
用
に
よ
り
、
平

成
17
年
度
で
は
、
８
百
12
万
円

の
収
益
を
見
込
ん
で
い
る
。
公

社
経
営
を
運
営
し
て
い
く
中
で

は
、
市
か
ら
の
補
て
ん
も
必
要

だ
が
市
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と

か
ら
、
公
社
と
し
て
保
有
地
の

有
効
活
用
を
行
い
、
事
業
収
益

を
得
て
、
損
失
や
運
営
経
費
に

補
て
ん
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
収
益
の
見
込
め

る
土
地
に
つ
い
て
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
く
。
Ｓ
１
地
区
に
つ

い
て
も
公
募
に
よ
る
販
売
の
ほ

か
、
貸
し
出
し
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。


